
情緒障害通級指導教室 自立活動指導案 

指導者  （＊＊ ＊＊） 

１ 題材名   こんなときはすごろくゲームをしよう 

 

２ 題材について 

（１）児童の実態 

本学級は児童８名で構成されている。 

 

３ 自立活動における長期目標と短期目標      

児童 長期目標 短期目標（方法） 

A 
 

・状況に応じて自分の考えを伝
え、友達や先生の話を最後ま
で聞くことができる。 

 

・次の活動を理解し、切り換えて活動に取り組むことができる。 

【２－（２）】（行動観察） 

・友達の思いや感情を読み取り、行動することができる。     

【３－（２）】（行動観察） 

・周囲の状況を読み取り、コミュニケーションを行うことができる。           
【６－（５）】（発表） 

B 
 

・友達や先生の話を最後まで聞
き、感情をコントロールする
ことができる。 

 

・ルールの変更を受け入れ、活動に取り組むことができる。   

 【２－（２）】（行動観察） 

・人とやりとりすることで通じ合う楽しさを実感することができる。             
【６－（１）】（発表） 

・友達の気持ちを理解し、自分の気持ちを他の人に伝えることができ
る。               【６－（２）】（発表） 

 

４ 指導計画と評価 （２時間取り扱い） 

月 時 学習内容・活動 
評価 

A B 

９ １ ・練習用のすごろく（低
学年用）に取り組む。 

・自分の気持ちを恥ずかしがらず
に伝えている。 

・順番を守りながらゲームに取り組
み、自分の気持ちを伝えている。 

２
（
本
時
） 

・すごろく（高学年用）に
取り組む。 

・周囲の状況を読み取り、コミュ
ニケーションを行うことができ
ている。 

・友達の気持ちを理解し、自分の気
持ちを伝えている。 

 

５ 本時の指導 

（１）目標 

 ア 全体目標 

  ルールを受け入れて、自分の気持ちを伝えることができる。 

 イ 個別目標 

Ａ：周囲の状況を読み取り、コミュニケーションを行うことができる。   【６－（５）】（観察） 

Ｂ：友達の気持ちを理解し、自分の気持ちを伝えることができる。     【６－（２）】（発表） 

（２）準備・資料 

・自作のすごろく ・高学年用のすごろくワークシート ・すごろくのルール（掲示用）  

・振り返りカード 

  

 

 

 

 

 

 



（３）展開                                   

児童の活動 
時間 教師の働きかけ（◎評価方法、☆合理的配慮） 

 全体 A B 

１ 授業の始めの挨拶を
する。 

 
 
２ 学習課題を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 本時のゴールを確認
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
４ ルールの確認を行い、
すごろくのゲームへの
気持ちを高める。 
・１回休み  
・指令カード 
・こんなときどうするカ
ード    

 
 
５ すごろくゲームをす
る。 
・順番を守る。 
・急かさない。 
・慌てない。 

 
６ 学習のまとめとして
振り返りを行い、挨拶を
する。 
・振り返りカードに今日
の感想を書く。 

全体 
２分 
 
 
全体 
５分 
 
 
 
 
 
 
 
全体 
３分 
 
 
 
 
 
 
 
 
全体 
５分 
個人 
５分 
 
 
 
 
 
全体 
20分 
 
 
 
 
全体 
３分 
個人 
２分 

○学楽しい雰囲気で授業
が始められるように
たくさん褒める声か
けをする。 

○学学習の流れが分かる
ように学習内容を提
示し、見通しをもっ
て学習に取り組める
ようにする。 

○Ｉすごろく作成中の姿
をスクリーンに示
し、本時の活動意欲
を高める。 

・明確なゴールを示す   
ことで、最後までゴー
ルをイメージして活
動できるようにする。 

 
○学約束として、相手の話

を最後まで聞いた
り、自分の意見を発
表したりすることを
確かめる。 

○個答えられないときに
はパスができること
を伝え、最後まで活
動できるようにす
る。 

・ゴールまで行くことが
できた時には、シール
をあげることを伝え、
活動意欲を高める。 

・スムーズにすごろくゲ
ームが進むように、教
師も一緒に行う。 

○個個々の目標を意識し
て取り組めるように
話す。 

○個本時の活動を切り替
えて振り返りを書く
ように声かけをす
る。 

・落ち着いて着席するよ
う言葉かけをする。 

 
 
・質問したいことがある
場合は、話が終わった
後に挙手をして質問
できるようにする。 

・学習内容を確認し、安
心感を高める。 

 
 
 
・質問がある場合は、話
が終わった後に質問
の機会を設けるよう
にする。 

・ゴールについて心配事
がないか確認する。 

 
 
 
 
☆自分の引いたカード
に答えることができ
ない場合には、パスを
してもいいとルール
のところで確認する。 
《①－３－２》 

 
 
 
・質問がある場合には、
すごろくゲームの途
中でも伝えてもよい
ことを事前に話す。 

 
 
◎周囲の状況を読み取
り、コミュニケーショ
ンを行うことができ
ている。（観察） 

・挨拶の号令を行うよ
うに言葉かけをする。 

 
 
☆学習内容を視覚化す
ることで見通しをも
って活動に取り組む
ことができるように
する。《①－３－３》 

 
 
 
 
・自作のすごろくを触
らないで話を聞くよ
うに伝える。 

・本時のゴールについ
て心配事がないか確
認する。 

 
 
 
 
・質問がある場合は、話
が終わった後に質問
の機会を設けるよう
にする。 

・ルールで困りごとが
ないか聞く時間を設
けるようにする。 

・友達の順番中は座っ
て待つようにする。 

・自作のすごろくは投
げる時以外触らない
ようにその都度、伝え
る。 

 
 
◎友達の気持ちを理解 
し、自分の気持ちを伝 
えている。（発表） 

 

 ○個 教師からも今日の二人のよかった点を称賛する。 
・自分の言葉で振り返りカードに今日の感想を書き、振り返りをする。 
○学 振り返りカードに書いた感想を発表し合い、感想の共有を図る 

（４） 支援のための手立て 

    ○学  学び合いのための支援 ○Ｉ ICT機器の活用 ○個  個への支援 

（５） ☆合理的配慮 

《①－３－２》 実施が困難な活動への補助や指導上の配慮 

《①－３－３》 予測できる学習活動の実施など学習に見通しが持てる配慮 

こんなときはすごろ
くゲームをしよう。 

ルールを受け入れ
て、自分の気持ちを伝
えられた。 

【目標を達成した児
童の姿】 

・友達の気持ちを理
解し、自分の気持
ちを発表すること
ができている。 

【目標を達成した児
童の姿】 

・恥ずかしがらずに伝
えたり、周りを見た
りして発表するこ
とができている。 

 


